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研究成果の概要（和文）：3歳児健診での予備調査を元に、スクリーニングツールおよびカットオフ値の妥当性
の検証を行った結果、自閉スペクトラム症（ASD）を含めた神経発達症を有する可能性のある児を抽出するには
SRS-2対人応答尺度とSDQ子どもの強さと困難さアンケートの組み合わせが尺度として妥当で、SRS-2は従来のカ
ットオフ値（48.5点以上）よりも低い、＞43.5点（12.2％）とすることが統計学上妥当との結果を得た。2018年
4月からはSRS-2で44点以上を示した児を精密検診対象として抽出を開始している。また、直接観察可能な項目を
抽出するための自閉症診断観察検査（ADOS）などのデータを延べ150名以上蓄積した。

研究成果の概要（英文）： We conducted verification of the validity of the screening tool to extract 
children has possibility of neurodevelopmental disorders, including autism spectrum disorder (ASD) 
and the cut-off value, based on the preliminary survey at the 3-year old health checkup. As a 
result, it was suggested that the combination of the SRS-2 Human Response Scale and the SDQ 
Children's Strength and Difficulty Questionnaire is appropriate as a measure of use for extracting 
ASD. Furthermore it found that the statistically reasonable value of SRS-2 was above 43.5 points. We
 have started the extraction in a 3-year-old health checkup with a child indicates a score of 44 or 
more on SRS-2 as the subject for precision screening from April 2018.
  In addition, a total of more than 150 data such as the Autism Diagnostic Observation Test (ADOS) 
were accumulated to extract directly observable items.

研究分野：臨床心理学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では3歳児健診において早期発見の精度を上げるのに有用なツールとしてSRS-2とSDQの尺度の組み合わせ
が妥当であること、さらに統計学的検討によりSRS-2のカットオフ値を従来の値より低く（44点以上）設けるこ
とで感度良く神経発達症を抽出できるとの結果を得た。これは、乳幼児健診にて発達障害が疑われる児童の早期
発見が勧告されている社会の現状において有用な成果と考える。現在は自閉症診断観察検査や運動検査など本人
に直接実施する検査のデータも十分蓄積されたため、今後はさらに保健師等、健診に関わる者が直接観察可能な
チェックリストを開発するための素地は整いつつあると考える。
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１．研究開始当初の背景 
 神経発達症はわが国でも決して珍しくない障害である。申請者らは弘前市と協定を結び、
2013 年度より弘前市版 5 歳児発達健診事業を立ち上げ、弘前市の就学前の 5 歳児すべてに対
して発達健診を行なっている。年間約 1300 人の市内 5 歳児に対し、一次スクリーニングを配
布し、健診対象者に二次健診を行ってきた。国は乳幼児健診における発達障害が疑われる児童
の早期発見に資する有効な措置を行うことを勧告しており、また 4 歳までに ESDM（Early 
Start Denver Model）を用いて介入を行うと、介入 2年後の ASDの中核症状や適応レベルが
有意に改善したとの報告（Estes Aら、2015）があることから、ASDの早期兆候を的確かつ鋭
敏に捉える必要があると思われる。しかしながら、健診現場で必ず児と関わる保健師が発達障
害の疑わしい症状として最も多くあげていた症状は「言葉の遅れ」であり（高田ら、2007年）、
対人関係の持ちにくさなど自閉症スペクトラム障害（ASD）特有の対人および行動特徴などに
関する感度はいまだ低いまま、または感知しても情報として適切に生かされていない状態で、
神経発達症を早期に発見しうる日本の健診システム構築の遅れが懸念されている。  
 
２．研究の目的 
 本研究では発達または知能検査を行う検査者および保健師が、児を直接観察する事によって
自閉症スペクトラム障害の有無を鋭敏にスクリーニングできるチェックリストを開発する事を
目標とする。初年度は現在使用されている発達障害評価尺度等から直接観察可能なチェックリ
スト項目を抽出する。すでに診断を受けている乳幼児に対して抽出項目による評価を行い、信
頼性と妥当性の検証を行う。また運動検査の中から診断と相関の高い運動特徴を抽出する。次
に乳幼児健診を受診した乳幼児を対象に抽出項目を実施し健診場面での信頼性･妥当性の検証、
チェックリストの作成およびカットオフ値の検索･設定を行う。さらに次の乳幼児健診でチェッ
クリストのカットオフ値の妥当性を検討し、自閉症スペクトラム障害を簡便かつ鋭敏にスクリ
ーニングできる直接観察によるチェックリストの実用化を図る。 
 
３．研究の方法 
 日頃の検査や健診場面の行動観察の中で、臨床心理士や言語聴覚士など発達および知能検査
を実施する者や保健師が明確な基準を持って自閉症スペクトラム障害（以下 ASD）の対人およ
び行動特徴をスクリーニングする事が可能な ASD チェックリストの開発を目指して、以下の検
討を行う。 
臨床で使用されている観察者評価の ASD スクリーニング等から直接観察可能な項目を抽出し、
すでに ASD 診断を受けている乳幼児に対して評価を行い抽出項目の信頼性と妥当性の検証を行
う。その中から ASD に対して感度の高い項目を組み合わせた簡便なチェックリストを作成する。
運動検査を実施し、ASD 診断と相関の高い運動機能を抽出する。次に新たな健診対象児に抽出
項目による評価を行い、妥当性の検証・カットオフ値の設定を行う。次の乳幼児健診受診児に
よりカットオフ値の精度を検討する。 
 
４．研究成果 
（１）直接観察可能な ASD スクリーニング項
目の抽出および（２）抽出項目の信頼性妥当
性評価、運動評価項目の抽出・・・3 歳児健
診で発達スクリーニング導入のための予備
調査として2017年１～3月に123名の3歳児
に対して SDQ子どもの強さと困難さアンケー
ト、SRS-2 対人応答尺度、保健師による親へ
の PARS－TR 短縮版を行い、使用するスクリ
ーニングツールおよびカットオフ値の妥当
性の検証を行った。その結果 SRS-2 と SDQ の
組み合わせが使用尺度として妥当であり、
SRS-2 はカットオフ値を下げて感度を挙げ、＞43.5 点
（12.2％）とすることが統計学上妥当と判断した。（2018
年日本青年精神医学会で発表） 
（３）ASD 児およびその家族への介入・支援・・・ASD 児の
介入･支援については、自閉症の早期療育プログラム Early 
Start Denver Model の研修を受講し、2018 年 6月に認定セ
ラピストの資格を取得。自閉症児に対する介入を継続して
いる。 
（４）保健師の発達障害に関する知識の普及・・・市の保
健師に対し PARS-TR などのスクリーニングを自立して行え
るよう、またスクリーニング項目を通じて発達障害児の特
徴を的確にキャッチできるように講習会を行い知識の普及
に努めた。なおデータ解析では MABC-2 と WISC-IV の相関関



係を調査し、粗大運動や微細運動の不器用さが視覚的な推理判断力や単純作業を素早く正確に
行う力など知能にも影響する可能性があることを確認した。 
(５)スクリーニングツールの開発、発達検査の短縮版作成 
①発達障害可能性評価装置、および発達障害可能性評価方法の発明（特許申請）：5つの発達
スクリーニングの組み合わせによって発達障害の可能性を評価する装置および発達障害の可能
性のある児を効率よく抽出するアルゴリズム（評価方法）を発明し、検証を重ね、2019 年 3 月
に特許申請した。 
②尺度の妥当性の検証：1390 人の未就学児の ASSQ データを用い、未就学児での信頼性と妥
当性の検証を行った。その結果、学齢期同様の信頼性と妥当性が得られることを明らかにした。
（2018 年 PLOS one に掲載）また、838 人の未就学児の ADHD-RS データを用い、未就学児での信
頼性と妥当性の検証を行い、親評価の ADHD-RS は学童期同様の信頼性と妥当性が得られること
を明らかにした。（2016 年 Research in developmental disabilities に掲載） 
③短縮版の作成、検証：5歳児群 1919 名と小学校 2年生～中学校 2年生 4374 名を対象に ASSQ
短縮版を施行し、診断に有用なカットオフ値が 8 点であることを明らかにした。（2016 年児童
青年精神医学とその近接領域に掲載）また、5歳児 2923 名の DCDQ データから、DCD を予測する
のに有用な 5 項目を統計学的に抽出した。（H28-29 年度厚生労働科学研究「顕在化しにくい４
つの発達障害のチェックリスト」作成に協力） 
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